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国立大学法人徳島大学

（単位：百万円）

差　　額
（決算－予算）

 収入

運営費交付金 11,986 12,029 43 （注１）

施設整備費補助金 959 459 △ 499 （注２）

設備整備費補助金 97 97 －

補助金等収入 1,319 4,075 2,756 （注３）

大学改革支援・学位授与機構施設費交付金 32 32 －

自己収入 31,305 31,580 275

授業料、入学料及び検定料収入 3,900 4,005 105 （注４）

附属病院収入 27,128 27,192 64

雑収入 277 383 106

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 4,021 4,232 211 （注５）

引当金取崩 － 169 169

長期借入金収入 632 538 △ 94

目的積立金取崩 400 271 △ 129

50,750 53,481 2,731

 支出

業務費 42,211 40,244 △ 1,967

教育研究経費 16,091 15,195 △ 897 （注６）

診療経費 26,119 25,049 △ 1,070 （注７）

施設整備費 1,623 1,029 △ 594 （注８）

補助金等 1,147 2,948 1,801 （注９）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 4,021 3,962 △ 59

長期借入金償還金 1,749 1,740 △ 9

50,750 49,922 △ 828

－ 3,559 3,559

 ※ 各項目について単位未満で四捨五入を行っているため、計及び差額が一致しない場合があります。

〇予算と決算の差異について
（注１）

（注２）

（注３）

（注４）

（注５）

（注６）

（注７）

（注８）

（注９）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、寄附金の獲得に努めたことにより、予算額に比して決算額が多
額となっています。

教育研究経費については、減価償却引当特定資産への繰入や効率的な事業実施を行ったこと等により、予算額に比
して決算額が少額となっています。

診療経費については、減価償却引当特定資産への繰入や効率的な事業実施を行ったこと等により、予算額に比して
決算額が少額となっています。

施設整備費については、（注２）に示した理由等により、予算額に比して決算額が少額となっています。

補助金等については、（注３）に示した理由等により、予算額に比して決算額が多額となっています。

計

授業料、入学料及び検定料収入については、在籍者の増や免除申請者の減等により、予算額に比して決算額が多額
となっています。

令和４年度決算報告書

区　　　　分 予　算　額 決　算　額 備　　考

計

収入－支出

運営費交付金については、予算段階では予定していなかった退職手当や教育・研究基盤維持経費が交付されたこと
等により、予算額に比して決算額が多額となっています。

施設整備費補助金については、総合研究棟改修（医歯薬学系）やライフライン再生事業が翌年度に繰越となったこ
と等により、予算額に比して決算額が少額となっています。

補助金等収入には、授業料等減免費交付金が260百万円含まれており、本補助金は授業料等免除に使用しておりま
す。また、新型コロナウイルス感染症関連の補助事業や産学連携推進事業等の補助金獲得により、予算額に比して
決算額が多額となっています。
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